
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
本会議・委員会・協議会等の様子をYouTubeで配信しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
大
規
模
接
種
会
場

の
関
連
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決

本
４
件
の
補
正
予
算
の
う
ち
、
３
件

（
第
５
回
・
第
６
回
・
第
８
回
）
は
、
６

月
３
日
、
11
日
、
25
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
付
託
を
省
略
し
て

審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
同
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

１
件
（
第
７
回
、
提
案
時
は
第
６
回
）

は
、
６
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予

算
特
別
委
員
会
（
水
谷
た
か
こ
委
員
長
）

に
付
託
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
11
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

本
件
よ
り
先
に
議
決
を
求
め
る
補
正
予
算

の
提
案
に
伴
い
、
市
長
の
申
出
に
よ
り
、

第
６
回
か
ら
第
７
回
へ
案
件
名
等
を
訂
正

し
、
６
月
18
日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

６
月
25
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
定
例
会
を
通
じ
て
の
一
般
会

計
補
正
予
算
の
合
計
額
は
、
９
億
７
千
294

万
９
千
円
と
な
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
476
億
７

千
924
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

本
４
件
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
関
す
る
補
正
予
算
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
要
す
る
経
費
（
２
億
４
千
535
万
５
千

円
）【
第
５
回
】

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
問
合
せ
に
つ

い
て
、
直
接
来
庁
し
た
方
又
は
配
慮
が
必

要
な
方
へ
の
対
応
の
た
め
、
令
和
３
年
６

月
か
ら
９
月
ま
で
の
平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
窓
口
を
設
置
す
る
た
め
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
窓

口
委
託
料
等
を
含
む
経
費
で
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
要
す
る
経
費
（
１
億
９
千
464
万
５
千

円
）【
第
６
回
】

18
歳
以
上
の
市
民
１
万
５
千
人
を
対

象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
集
中
的
な
接
種
を
行
う
た
め
、
旧
西
友

小
金
井
店
の
２
階
及
び
３
階
を
借
り
上
げ
、

令
和
３
年
７
月
か
ら
大
規
模
接
種
会
場
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
改
修
す
る
た
め
の
費

用
を
含
む
経
費
で
す
。

▼
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
そ
の
他
世
帯
分
）
給
付
に
要
す
る
経
費

（
７
千
975
万
５
千
円
）【
第
７
回
】

低
所
得
の
ひ
と
り
親
以
外
の
世
帯
に
対

し
、
食
費
等
に
よ
る
支
出
の
増
加
の
影
響

を
勘
案
し
、
千
330
世
帯
（
児
童
数
千
530

人
）
に
対
し
、
児
童
１
人
当
た
り
一
律
５

万
円
を
支
給
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
に
要

す
る
経
費
（
９
千
215
万
４
千
円
）【
第
８

回
】緊

急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
を
利
用

で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、単
身
世
帯
６
万
円
、２
人

世
帯
８
万
円
、
３
人
以
上
世
帯
10
万
円
を
、

３
か
月
間
支
給
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

令
和
３
年
第
２
回

　

定
例
会
日
誌

【
６
月
】

３
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
議

員
提
出
議
案
の
審
議
・
採

決
）

７
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

11
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
訂
正
・
審
議
・
委
員

会
付
託
・
採
決
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
採
決
、

陳
情
の
委
員
会
付
託
）

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

厚
生
文
教
委
員
会

16
日　

建
設
環
境
委
員
会

17
日　

総
務
企
画
委
員
会

18
日　

予
算
特
別
委
員
会

21
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

22
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

23
日　

�

本
会
議
（
陳
情
の
訂
正
）

議
会
運
営
委
員
会　
　
　

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

会　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会　
　
　

建
設
環
境
委
員
会　
　
　

総
務
企
画
委
員
会　
　
　

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会　
　
　
　

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

25
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
、
陳
情

の
委
員
会
付
託
）

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
６
月
３
日
に
開
会
し
、
６
月
25
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

６
月
25
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
新
庁

舎
等
建
設
に
当
た
り
、
市
議
会
・
市
民
に

対
し
、
安
心
し
て
着
工
で
き
る
財
政
的
な

裏
付
け
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
内
容
を
示
さ

な
け
れ
ば
、
着
工
に
同
意
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
施
工
者
選
考
委
員
会
の
設
置

は
、
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
た
対
応
と
し
、

ま
た
、
昨
年
来
可
決
し
て
き
た
決
議
に
対

し
真
摯
な
対
応
等
を
求
め
る
内
容
の
決
議

を
提
案
し
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多

数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。�

（
詳
細
は
３
面
に
掲
載
）

第
２
回
定
例
会
の
概
要

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
回
か
ら

第
８
回
）
を
可
決

各
会
派
の
令
和
２
年
度
政

務
活
動
費
収
支
報
告
に
つ

い
て
は
２
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
下
、市
民
生
活
に
影

響
を
与
え
な
い
新
庁
舎
等
建
設
を
求
め
る
決
議
」を
可
決

コロナ禍の下、新庁舎等建設に関する決議を可決

武蔵小金井駅前の旧西友小金井店に設置された
新型コロナウイルスワクチン大規模接種会場

令和 3年
第 2回定例会
第275号

令和3年（２０21年）
8月19日発行市議会だより

こがねい
発行：小金井市議会
編集：広報協議会

小金井市議会
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〒184-8504
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

子
育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
や
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
拡
充
、
生
活
支
援
策
や
感

染
拡
大
防
止
策
な
ど
、
必
要
な
予
算

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
た
め
賛
成
す

る
。
し
か
し
、
以
下
の
点
は
指
摘
・

要
望
す
る
。
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
値
上
げ
は
行
わ
な
い
よ
う
に

し
、
運
行
時
間
や
本
数
の
縮
小
も
し

な
い
こ
と
、
ル
ー
ト
を
含
め
、
市
民

の
声
を
聞
い
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

一
般
寄
附
金
の
手
続
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
相
手
で
も
丁
寧
な
対
応
を

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
予
備
費
を
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ

活
用
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

し
ま
し
た
。

６
月
25
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

デ
ジ
タ
ル
関
連
法
は
、
基
本
理
念

に
、
個
人
情
報
の
活
用
に
よ
る
経
済

活
動
の
推
進
や
産
業
の
国
際
競
争
力

の
強
化
を
明
記
し
て
い
る
。
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
目
指
す
財
界
な
ど

の
要
求
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
お
ろ
そ
か
に
し
た

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
で
は
国
民
の
た
め

の
利
便
性
向
上
に
は
な
ら
な
い
。
自

己
情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
、
情
報

の
自
己
決
定
権
な
ど
個
人
の
権
利
を

保
障
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
関
連
法

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
反

対
す
る
。

６
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
湯
沢
綾
子
委
員

長
）
に
付
託
し
、
６
月
17
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
令
和
３
年
５
月
19
日

に
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
一
括
整
備
法
が
公
布
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
条
例
、
個

人
番
号
の
利
用
並
び
に
特
定
個
人
情

報
の
利
用
及
び
提
供
に
関
す
る
条
例

の
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の

引
用
箇
所
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
整

合
を
図
る
た
め
、
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

同
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

公
明
党
は
、
昨
年
10
月
に
任
意
団

体
「
み
ん
な
の
生
理
」
代
表
よ
り
相

談
を
受
け
、
３
月
４
日
の
参
議
院
予

算
委
員
会
で
実
態
把
握
と
、
学
校
で

の
生
理
用
品
の
無
償
提
供
を
要
望
し
、

菅
首
相
に
提
言
。
都
議
会
公
明
党
は
、

３
月
９
日
の
予
算
委
員
会
で
、
学
校

の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
配
置

す
る
よ
う
都
知
事
に
要
望
。
６
月
２

日
の
都
議
会
本
会
議
で
都
は
、
９
月

か
ら
都
立
学
校
全
校
に
生
理
用
品
を

配
備
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
市
議

会
公
明
党
は
３
月
31
日
に
市
長
要
望

を
行
い
、
学
校
ト
イ
レ
へ
の
配
備
も

行
わ
れ
た
所
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

確
か
に
、
旧
姓
の
通
称
使
用
が
広

が
る
こ
と
で
、
不
利
益
が
緩
和
さ
れ

る
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
問
題
の
根

本
的
解
決
に
な
ら
な
い
。
最
高
裁
判

所
も
認
め
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
婚

姻
に
際
し
て
氏
を
変
更
す
る
の
は
圧

倒
的
多
数
で
女
性
で
あ
り
、
自
由
意

志
で
の
選
択
と
は
言
え
な
い
。
私
も

そ
の
不
利
益
を
実
感
し
て
き
た
一
人

で
あ
る
。
旧
姓
使
用
の
拡
大
を
求
め

る
の
は
、
夫
婦
同
氏
制
度
の
不
合
理

を
認
め
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
国

会
で
早
急
に
法
改
正
の
議
論
を
す
べ

き
と
考
え
る
の
で
、
本
意
見
書
に
は

反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

意
見
書
の
通
称
使
用
拡
充
事
例
の
、

印
鑑
登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
票

等
で
の
通
称
は
正
式
な
も
の
と
は
さ

れ
な
い
の
で
、
銀
行
口
座
も
作
れ
ず
、

航
空
券
や
ビ
ザ
も
取
れ
な
い
。
契
約

な
ど
は
戸
籍
名
と
な
る
。
配
偶
者
控

除
等
、
婚
姻
制
度
に
依
拠
し
な
い
と

経
済
的
不
利
益
を
被
る
現
在
の
状
況

は
、
基
本
的
人
権
の
損
傷
に
も
当
た

る
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
が
制
度
と
し

て
一
刻
も
早
く
法
規
定
さ
れ
る
こ
と

で
、
社
会
的
地
位
を
築
い
て
き
た
女

性
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
の
暮
ら
し

の
中
で
も
、
多
く
の
人
た
ち
の
安
定

し
た
暮
ら
し
の
保
持
に
つ
な
が
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
止
ま
ら
な
い
中
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
強
行
は
正

気
の
沙
汰
と
は
思
え
な
い
。
子
ど
も

た
ち
の
学
校
行
事
は
軒
並
み
中
止
か

縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
止
に
な
ら

な
い
の
か
。
大
人
は
感
染
対
策
に
全

力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
は
東
京
が
最
も
暑
い
時
期
に
当

た
る
。
熱
中
症
と
感
染
防
止
と
い
う

二
重
の
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
危
険
の
中
に
子
ど
も
を
動
員
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
引
率
す
る
教

員
の
負
担
も
計
り
知
れ
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

現
行
の
新
庁
舎
・（
仮
称
）
新
福

祉
会
館
の
設
計
内
容
は
、
両
棟
に
異

な
る
耐
震
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お

り
個
人
的
に
は
納
得
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
市
民
検
討
委
員
会
等
の
意

見
を
取
り
入
れ
た
配
置
計
画
に
加
え
、

12
人
の
議
員
が
申
し
入
れ
た
条
件
で

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
が
実
施
さ
れ
、

市
民
を
含
め
た
選
定
委
員
会
が
選
出

す
る
な
ど
、
民
主
的
手
続
に
よ
り
決

定
さ
れ
た
設
計
で
あ
る
。
過
去
に
財

源
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
こ
の
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
を
持
ち
出
し
て
反
対

す
べ
き
で
は
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

下
、
市
民
生
活
は
厳
し
く
、
財
政
も

５
年
間
で
60
億
円
の
減
収
が
予
想
さ

れ
る
。
財
政
見
通
し
が
明
ら
か
に
さ

れ
な
い
中
、
市
民
生
活
の
予
算
が
削

ら
れ
る
不
安
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

議
会
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
財
政
的

な
裏
付
け
を
求
め
る
決
議
を
３
度
可

決
し
、
市
民
も
見
直
し
を
求
め
る
千

100
名
以
上
が
署
名
し
た
陳
情
書
を
提

出
し
た
。
し
か
し
、
市
長
は
こ
の
意

見
を
無
視
し
、
建
設
の
準
備
行
為
に

入
ろ
う
と
し
て
い
る
。
民
主
主
義
に

反
す
る
や
り
方
は
許
さ
れ
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

市
財
政
に
与
え
る
悪
影
響
は
非
常
に

大
き
い
。
限
ら
れ
た
財
源
は
、
最
優

先
で
市
民
生
活
や
事
業
者
を
継
続
的

に
支
え
る
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
。

全
体
的
な
財
政
計
画
す
ら
示
さ
な
い

ま
ま
、
手
続
だ
け
を
強
行
す
る
姿
勢

は
、
情
報
公
開
に
逆
行
し
、
市
民
や

議
会
の
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は

到
底
な
い
。
な
お
、
現
設
計
に
は
、

コ
ス
ト
面
だ
け
で
な
く
、
内
容
面
で

も
多
く
の
致
命
的
欠
陥
が
あ
る
。
放

置
し
た
ま
ま
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
市
民
の
意
思
確
認
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
申
し
添
え
る
。

会　派　名 会派
人数

交付額
（A）（※ １）

預金利子
（B）

収入
（C）（A＋B）

支出額
（D）

返還額
（C－D）（※ ２）

自由民主党・信頼の小金井 ５人 1,800,000円 9 円 1,800,009円 1,793,824円 6,185円

小 金井市議会公明党 ４人 1,440,000円 7 円 1,440,007円 775,191円 664,816円

み ら い の こ が ね い ４人 1,440,000円 2 円 1,440,002円 1,437,752円 2,250円

日本共産党小金井市議団 ３人 1,080,000円 1 円 1,080,001円 913,045円 166,956円

小金井をおもしろくする会 ２人 720,000円 0 円 720,000円 720,000円 0 円

こ が ね い 市 民 会 議 １人 360,000円 1 円 360,001円 360,000円 1 円

情 報 公 開 こ が ね い １人 360,000円 5 円 360,005円 359,256円 749円

改 革 連 合（※ ３） １ 人 ―― ―― ―― ―― ――

生活者ネットワーク １人 360,000円 0 円 360,000円 237,755円 122,245円

市民といっしょにカエル会 １人 360,000円 0 円 360,000円 329,172円 30,828円

緑・ つ な が る 小 金 井 １人 360,000円 0 円 360,000円 237,453円 122,547円

合　　　計 ２４人 8,280,000円 25円 8,280,025円 7,163,448円 1,116,577円

令和２年度　政務活動費収支報告

※ １　会派の所属人数に月額30,000円を乗じた金額を交付しています。
※ ２　残額は市に返還しています。
※ ３　令和 ２年度政務活動費を申請していません。

政務活動費は、議員の調査研究等に必要な
経費の一部として、議会における会派に対し
て交付するものです。

各会派の収入・支出報告書、支出調書、収
入・支出整理簿、領収書等の写しについては、
市ホームページに掲載しています。

令和3年度から令和12年度までの10年間の市
政運営をする上での指針として、第5次小金井
市基本構想が策定され、市長からこの基本構想
についての議案が提出されました。
基本構想は、議会で審査し、議決をする必要

があることから、議長を除く23名の議員で構成
される基本構想審査特別委員会が設置され、正
副委員長が選出されました。
なお、当初は、令和2年度の議決を予定して

いましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大
により、延期となっていました。
また、内容も多岐にわたることから、閉会中

に開催される委員会で、引き続き審査すること
となりました。

基本構想審査特別委員会を設置

基本構想審査特別委員会
　委員長　　村山　ひでき　　
　副委員長　清水　　がく

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

必
要
な
生
理
用
品
を
手
に
入
れ

づ
ら
い
児
童
・
生
徒
・
学
生
に
対

し
、
学
校
等
で
無
料
提
供
す
る

環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

旧
姓
の
通
称
使
用
の
更
な
る

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
子
ど
も
の
観
戦

動
員
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
下
、
市
民
生
活
に

影
響
を
与
え
な
い
新
庁
舎
等

建
設
を
求
め
る
決
議

市 議 会 だ よ り ― 2 ―令和 3年（2021年）8月19日発行 （275号）



http://www.city.koganei.tokyo.dbsr.jp/
会議録が早くご覧になれるよう、未定稿（校正中）を公開しています。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

※　「令和３年度小金井市一般会計補正予算（第６回）」から「令和３年度小金井市一般会計補正予算（第７回）」へ案件名等を変更

東京オリンピック・パラリンピッ
クの開催を中止することを求める
意見書

感染症の拡大が、国内はもとより全世界的に解消していない中で、オリ
ンピック・パラリンピックの開催は行わないこと、感染拡大防止、医療
崩壊の回避、希望者へのワクチン接種の早期完了、生活困窮者や事業者
への救済措置に全力を挙げることを求める。

× × × × × △ × 議 △ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

憲法と国際人権規約に反する「重
要土地調査規制法案」の撤回を求
める意見書

「生活関連施設」の指定は政令に委ねられ、広範な指定がされるおそれ
があり、地方公共団体の長に注視区域内の土地等の利用者情報の提供
が求められる。不明確な文言や政令への広範な委任により基本的人権
を侵害するおそれが大きい本法案の撤回を求める。

× × × × × ○ × 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 原案可決

小池百合子東京都知事に対して、
米軍機の低空飛行に抗議し、日米
地位協定の見直しを要請すること
を求める意見書

東京都心での米軍機による低空飛行が問題となっている。東京都知事
に対して、①米軍機の低空飛行について抗議し、中止を要請すること、
②政府に対して、米国に低空飛行の中止を要請し、国内法を遵守するな
ど日米地位協定の見直しを行うことを求める。

△ △ △ △ △ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

必要な生理用品を手に入れづらい
児童・生徒・学生に対し、学校等
で無料提供する環境の整備を求め
る意見書

生理用品等の入手が困難でも、毎月、保健室でもらうことには抵抗があ
り、言いづらい児童等が気兼ねなく入手できるよう、学校のトイレ個室
等での無料配備や相談の環境整備を求める。今次の緊急対応後も援助
が必要な全ての人に対し、環境整備の検討を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

次期エネルギー基本計画の電源構
成は再生可能エネルギーを基本と
し、原発の即時廃止及び火力発電
は2030年までに段階的に廃止する
ことを求める意見書

①2030年度の再生可能エネルギー電力目標を50％、2050年度は100％と
すること、②2030年までの温室効果ガス削減目標を50％以上とするこ
と、③原発即廃止、石炭火力発電は2030年までの廃止目標とすること、
④再生可能エネルギー推進政策へ転換することを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

学校教育におけるデジタルトラン
スフォーメーションを適切に進め
るための意見書

学校では一人一台のPC貸与が進められている。情報端末の利活用、個
人情報の取扱い等の教育DXに対応する教職員研修の在り方、そして、
システム等の整備、情報端末の修繕などの教育DXに関する学校教育予
算の充実・確保について検討を進めること等を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × 原案可決

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂
を辺野古新基地建設の埋め立て等
に使用しないよう求める意見書

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を辺野古新基地建設の埋め立て等に
使用しないこと、日本で唯一住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった
沖縄の事情に鑑み、「戦没者の遺骨収集の推進に関する法律」を遵守
し、政府が主体となって戦没者遺骨収集を実施することを求める。

△ △ △ △ △ △ △ 議 △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

ミャンマーの軍事クーデターを非
難し、早期の民政復帰を求める意
見書

日本政府は「ミャンマー国民統一政府(NUG）」及び「連邦議会代表委員
会(CRPH)」が総選挙によって選ばれたミャンマー国民の正当な代表政
府及び議会と認め、国際社会と協調し、市民に対する武力暴力を即時停
止させることを求める。

△ △ △ △ △ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

LGBT法案の成立と、差別発言の
撤回及び謝罪を求める意見書

自由民主党は与野党で合意していた法案を見送り、差別発言も行っ
た。これは、基本的な人権が尊重され、性自認や性的指向などによる差
別が許されないという、国際的な潮流に逆らうものであり、看過できな
いため、法案の成立と差別発言の撤回及び謝罪を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

改正少年法に強く抗議し、廃止を
求める意見書

少年司法は、刑罰前提の刑事司法と違い、教育的・福祉的処遇で非行少
年の立ち直りと再犯防止に有効に機能してきたが、改正法は18、19歳の
少年を「特定少年」と規定し、厳罰化した。実質的な少年法の適用年齢
の引き下げである。抗議し、改正法の廃止を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 原案可決

旧姓の通称使用の更なる拡充を求
める意見書

現在では身分証明書として使われるパスポート、マイナンバーカード、
免許証、住民票、印鑑登録証明書等で、旧姓併記が認められている。婚
姻で改姓した人が、不利益を感じることのないよう、適切な取組を進
め、旧姓の通称使用の更なる拡充を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 原案可決

東京オリンピック・パラリンピッ
クへの子どもの観戦動員の中止を
求める意見書

オリンピック・パラリンピック競技を子どもたちに観戦させる計画は、
新型コロナウイルス感染拡大前の計画である。コロナ禍でもそのまま
強行されようとしている。現状の子どもの観戦には感染の危険が高ま
ることや、熱中症のおそれもあるなど問題が多いため中止を求める。

× × × × × △ × 議 △ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

新型コロナウイルス感染症の下、
市民生活に影響を与えない新庁舎
等建設を求める決議

新庁舎等建設に当たっては、市民生活に中長期に影響を与えず、安心し
て着工できる財政的な裏付けやコストダウンの内容が、市民・議会に
理解されなければ困難である。施工者選考委員会の設置はそれを踏ま
えて対応し、昨年来の市議会決議に真摯な対応等を求める。

○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
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果
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井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

○：賛成　×：反対　△：退席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
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結
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内
だ
い
作

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　
　　　　　　予：予算特別委員会

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

小金井市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 総 原案可決

デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 総 原案可決

小金井市個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 総 原案可決

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例 厚 原案可決

小金井市市税条例等の一部を改正する条例 総 原案可決

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第７回）（※） 予 原案可決

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第５回）、令和３年度小金井市一般会計補正予算（第６回）、令和３年度小金井市一般会計補正予算（第８回）、議会改革に関する諸問題の調査
（議員提案） 即 原案可決

小金井市清掃関連施設整備工事請負変更契約について、小金井市栗山公園健康運動センター大規模改修工事請負契約について 即 可　　決

固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて、教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 即 同　　意

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第６回）の訂正（※） 即 承　　認

市 議 会 だ よ り― 3 ― 令和 3年（2021年）8月19日発行（275号）



?!（4面～6面） ６月 ７日、８日、１０日、１１日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
ＱＲコードをスマートフォン等で読み取ると、YouTubeで
ご覧いただくことができます。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会

（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（元気！小金井）　元気！小金井
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

現
在
、
新
庁
舎
等
建
設
に
つ

い
て
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
が
、

令
和
元
年
に
東
京
都
の
浸
水
予

想
区
域
図
の
変
更
が
あ
り
、
昨

年
実
施
設
計
の
途
中
で
設
計
の

変
更
な
ど
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

補
正
予
算
も
必
要
に
な
っ
た
。

今
回
の
浸
水
対
策
の
変
更
過
程

に
つ
い
て
、
課
題
を
問
う
。
ア

関
係
課
と
業
者
も
情
報
を
共
有

し
て
い
な
が
ら
、
対
策
が
遅
れ

た
反
省
点
は
。
イ
か
つ
て
議
会

か
ら
庁
内
に
専
門
知
識
の
あ
る

人
材
を
登
用
せ
よ
と
の
要
望
書

を
市
長
に
提
出
し
た
。
業
者
が

入
る
か
ら
大
丈
夫
と
の
答
弁
だ

っ
た
が
、
読
み
取
る
力
が
な
い

こ
と
は
、
や
は
り
業
者
で
は
駄

目
で
、
議
会
か
ら
の
指
摘
が
正

古
畑
俊
男

（
元
気
！
小
金
井
）

ア
情
緒
の
障
害
を
含
む
「
発

達
障
害
」
は
他
の
障
害
と
比
較

し
て
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
市
で
は
小
・
中

学
校
で
の
情
緒
障
害
児
を
対
象

と
し
た
「
特
別
支
援
教
室
」
を

開
設
し
、
小
学
生
対
象
で
は
３

年
経
過
し
た
。
現
在
ま
で
の
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
問
う
。
イ

情
緒
障
害
児
の
保
護
者
が
我
が

子
の
障
害
を
受
容
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
相
談
や
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
申
請
が
さ
れ
な
い
ケ

ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

よ
う
な
児
童
・
生
徒
、
保
護
者

に
対
し
て
適
切
な
療
育
や
支
援

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
行
政

が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
直
近
10
年
で
見
る
と
、
全

体
的
に
は
投
票
率
が
大
幅
に
減

少
傾
向
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、

期
日
前
投
票
を
見
る
と
、
投
票

率
及
び
投
票
数
に
対
す
る
比
率

は
、
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
ア

期
日
前
投
票
所
の
充
実
は
着
実

に
進
め
る
べ
き
。
特
に
最
終
日

の
市
役
所
第
二
庁
舎
の
混
雑
状

況
を
考
え
、
マ
ロ
ン
ホ
ー
ル
を

土
曜
日
も
会
場
と
し
な
い
か
。

イ
高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
れ
ま

で
も
当
日
の
投
票
所
を
選
べ
る

「
共
通
投
票
所
」
の
検
討
を
要

望
し
て
き
た
が
、
検
討
状
況
は
。

ウ
主
権
者
教
育
に
も
繋
が
る

「
親
子
連
れ
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
開
催
し
な
い
か
。

局
長　

ア
提
案
の
最
終
日
の

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

ア
災
害
時
相
互
応
援
も
締
結

し
て
い
る
北
上
市
の
展
勝
地
公

園
100
周
年
に
協
力
を
。
イ
今
年

度
の
植
樹
予
定
は
。
ウ
整
備
予

定
区
間
の
残
り
３
割
は
、
他
市

域
も
あ
り
、
無
理
に
進
め
ら
れ

な
い
の
で
は
。
エ
新
し
く
植
え

た
苗
木
の
生
育
状
況
を
把
握
す

べ
き
。
オ
平
右
衛
門
橋
か
ら
横

断
歩
道
ま
で
の
側
道
は
小
平
市

を
参
考
に
舗
装
せ
よ
。
カ
小
長

久
保
公
園
に
代
わ
る
苗
圃
の
確

保
は
。
キ
小
金
井
桜
は
２
０
２

４
年
12
月
９
日
に
国
の
名
勝
指

定
100
周
年
を
迎
え
る
。
市
民
参

加
に
よ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
合
同

実
行
委
員
会
を
設
立
し
な
い
か
。

部
長　

ア
昨
年
12
月
に
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
苗
木
５
本
を
北
上
市
に

贈
呈
し
た
。
イ
来
年
２
月
に
未

整
備
区
間
（
小
金
井
橋
か
ら
茜

屋
橋
区
間
）
に
新
規
20
本
、
既

整
備
区
間
（
小
金
井
橋
か
ら
梶

野
橋
区
間
）
に
補
植
10
本
の
予

定
だ
が
、
小
金
井
市
域
の
整
備

予
定
区
間
の
７
割
が
完
了
し
、

補
植
の
た
め
の
剪
定
よ
り
も
既

に
植
え
た
苗
木
の
維
持
管
理
が

重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
ウ

小
金
井
橋
以
西
の
北
側
が
市
域

で
あ
る
小
平
市
と
歩
調
を
合
わ

せ
た
い
。
エ
苗
木
補
植
総
数
229

本
の
内
、
枯
死
は
11
本
で
残
存

率
は
95
％
、
専
門
家
が
苗
木
の

生
長
は
概
ね
順
調
と
評
価
し
て

い
る
。
オ
東
京
都
及
び
都
市
整

備
部
の
考
え
を
踏
ま
え
る
。
カ

引
き
続
き
、
東
京
都
に
も
要
望

す
る
。
キ
実
行
委
員
会
の
形
式

も
含
め
、
今
後
検
討
す
る
。

部
長　

ア
特
別
支
援
教
室
が

導
入
さ
れ
た
主
な
成
果
と
し
て
、

巡
回
指
導
教
員
と
学
級
担
任
が

在
籍
学
級
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
の
課
題
に
つ
い
て
共
有
し
、

指
導
の
内
容
に
つ
い
て
改
善
、

充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
学
校
全
体
で
教
職

員
が
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る

理
解
を
更
に
深
め
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
対
応
し
て

い
く
。
イ
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
ら
り
」
で
は
、
18
歳

未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を

支
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
障
害

に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
を
行
い
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境
整
備

に
努
め
た
い
。

し
か
っ
た
証
明
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
ウ
浸
水
対
策
と
し

て
採
用
さ
れ
た
案
は
、
敷
地
に

高
低
差
が
で
き
て
階
段
を
作
る

な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か

ら
適
切
な
対
応
を
さ
れ
た
の
か

疑
問
で
あ
る
。
見
解
を
問
う
。

市
長　

ア
課
題
管
理
シ
ー
ト

か
ら
設
計
へ
の
影
響
が
出
る
こ

と
を
読
み
取
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
イ
今
回
は
、
専
門
知

識
の
あ
る
人
間
の
配
置
は
直
接

的
な
問
題
で
は
な
い
。
ウ
コ
ス

ト
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響

が
少
な
く
見
込
ま
れ
る
方
針
を

採
用
し
、
判
断
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
再
犯
防
止
推
進
計

画
策
定
に
つ
い
て
の
考
え
方
を

問
い
、
十
分
な
検
討
と
準
備
を

行
い
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
に

す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

複
数
会
場
で
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
利
便
の
向
上
の
点

で
有
効
な
策
の
一
つ
と
認
識
し

て
い
る
が
、
限
り
あ
る
人
員
の

バ
ラ
ン
ス
も
必
要
と
な
る
。
イ

現
時
点
で
は
導
入
自
治
体
の
情

報
収
集
に
努
め
た
い
。
ウ
検
討

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

❷
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
防

災
力
の
向
上
は
必
須
で
あ
る
。

「
小
金
井
市
防
災
士
会
」
を
結

成
し
、
防
災
士
の
育
成
と
強
化

を
行
わ
な
い
か
。
ま
た
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域
へ
の
戸
別
受
信

機
の
配
布
、
防
災
機
能
を
も
っ

た
公
園
の
増
設
も
求
め
る
。

部
長　

ご
指
摘
の
市
内
在
住

防
災
士
の
組
織
化
に
つ
い
て
も

一
つ
の
方
向
性
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
約
130
名
の
市
内
在
住
の

防
災
士
の
個
人
把
握
に
努
め
る
。

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

第
三
小
学
校
大
規
模
化
対
応

と
当
該
学
区
域
か
ら
よ
り
近
い

小
学
校
に
通
わ
せ
た
い
保
護
者

ニ
ー
ズ
へ
、
提
案
を
し
て
き
た

学
区
域
の
調
整
で
あ
る
が
、
今

年
度
小
学
一
年
生
を
対
象
に
実

施
し
た
指
定
校
変
更
の
弾
力
的

運
用
の
効
果
を
確
認
す
る
。
ア

本
制
度
に
よ
り
関
連
す
る
小
学

校
の
児
童
数
・
ク
ラ
ス
数
は
ど

う
変
動
し
た
か
。
イ
実
施
初
年

度
の
効
果
は
。
ウ
全
体
的
な
成

果
を
得
る
た
め
に
も
、
ま
た
年

々
続
け
て
こ
そ
生
ま
れ
る
通
学

時
の
児
童
た
ち
の
安
心
の
た
め

に
も
、
次
年
度
以
降
も
本
制
度

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
教

育
委
員
会
の
見
解
は
。

部
長　

ア
第
三
小
学
校
区
か

ら
12
人
が
第
一
小
学
校
へ
、
２

人
が
緑
小
学
校
へ
指
定
校
変
更

し
た
結
果
、
ク
ラ
ス
数
は
弾
力

的
運
用
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合

と
比
較
し
て
、
第
三
小
学
校
は

１
ク
ラ
ス
減
と
な
り
、
第
一
小

学
校
と
緑
小
学
校
に
変
動
は
な

か
っ
た
。
イ
今
回
講
じ
た
対
策

は
非
常
に
効
果
が
あ
っ
た
。
ウ

引
き
続
き
実
施
す
る
か
現
時
点

で
決
定
し
て
い
な
い
が
、
有
効

な
手
段
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
含
め
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
「
公
民
館
緑
分
館
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
安
定
的
な
利
用

と
整
備
に
つ
い
て
」「
自
治
体

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
推
進
へ
、
庁
内
統
一

意
識
と
組
織
体
制
、
改
善
改
革

ポ
イ
ン
ト
や
首
長
と
し
て
の
宣

誓
」
を
質
疑
・
要
望
し
ま
し
た
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

市
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い

て
、
市
民
目
線
で
の
交
通
不
便

地
域
解
消
の
た
め
の
工
夫
を
し

な
い
か
。
ア
貫
井
北
町
に
Ｃ
ｏ

Ｃ
ｏ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
な
い
理

由
は
何
か
。
イ
貫
井
南
町
で
は

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
の
運
行
間
隔
が

長
く
な
り
、
非
常
に
不
便
を
感

じ
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
何
か
。

部
長　

ア
ル
ー
ト
の
選
定
に

当
た
っ
て
は
こ
れ
ま
で
示
し
た

と
お
り
基
本
方
針
及
び
運
行
基

準
を
定
め
、
検
討
し
た
。
貫
井

北
町
地
域
は
、
路
線
バ
ス
が
充

実
し
た
エ
リ
ア
で
あ
り
、
交
通

不
便
地
域
に
当
た
ら
ず
、
路
線

バ
ス
と
の
競
合
を
回
避
す
る
た

め
、
対
象
地
域
か
ら
外
し
た
。

イ
貫
井
前
原
循
環
で
は
、
一
部

白
井
亨

（
こ
が
お
も
）

不
登
校
の
子
ど
も
の
公
的
な

学
び
を
保
障
す
る
環
境
整
備
と
、

個
性
に
応
じ
た
学
び
の
仕
組
み

の
構
築
を
求
め
る
。
ア
人
一
倍

敏
感
な
子
ど
も
（
Ｈ
Ｓ
Ｃ
）
の

理
解
に
つ
い
て
教
員
の
研
修
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。
イ
Ｐ
Ｃ

端
末
を
持
ち
帰
っ
て
の
活
用
は
。

ウ
草
津
市
が
不
登
校
の
小
・
中

学
生
を
対
象
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
費
の
助
成
を
始
め
た
。
我
が

市
で
も
こ
の
制
度
を
導
入
し
な

い
か
。
エ
子
ど
も
の
学
習
状
況

の
把
握
に
つ
い
て
、
も
く
せ
い

教
室
以
外
の
子
ど
も
は
教
員
が

家
庭
と
繋
が
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

に
限
ら
れ
る
。
民
間
と
の
連
携

を
も
っ
と
強
く
し
な
い
か
。

部
長　

ア
Ｈ
Ｓ
Ｃ
に
関
す
る

研
修
機
会
を
設
定
し
た
い
。
イ

学
芸
大
学
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
び
の
保
障
を

行
え
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

今
後
、
も
く
せ
い
教
室
と
連
携

し
、
課
題
把
握
に
努
め
る
。
ウ

先
進
事
例
の
情
報
を
収
集
す
る
。

エ
連
携
は
大
切
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
保
育
の
「
質
」
に

つ
い
て
民
間
保
育
園
の
自
己
調

査
資
料
を
基
に
質
問
し
ま
し
た
。

道
路
幅
員
が
狭
く
遅
延
の
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
他
の
バ
ス
の

運
行
に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し
、

減
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
現

状
よ
り
運
行
本
数
が
減
と
な
る

点
が
懸
念
事
項
だ
が
、
安
全
性
、

定
時
性
を
図
り
、
路
線
バ
ス
と

時
間
帯
別
に
運
行
分
担
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
う
地
域
公

共
交
通
会
議
の
検
討
結
果
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。

情
緒
障
害
児
へ
の
学
習

支
援
の
取
組
に
つ
い
て

庁
舎
用
地
の
浸
水
対
策
か
ら

見
え
る
課
題

小
学
校
学
区
域
の
調
整

次
年
度
以
降
も
続
行
を

名
勝
指
定
100
周
年
！

小
金
井
桜
を
活
用
し
よ
う

期
日
前
投
票
最
終
日
は

複
数
会
場
で
の
実
施
を

不
登
校
で
の
学
習
保
障
／

保
育
の「
質
」に
つ
い
て

市
民
目
線
で
の
交
通
不
便

地
域
解
消
を

ＣｏＣｏバス

市内民間認可保育園・保育従事職員の
人件費割合の低さに警鐘を鳴らした
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宮
下　

誠

（
公
明
党
）

令
和
元
年
、
日
本
語
教
育
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
た
。
平
成
30
年
に
国
が
行
っ

た
調
査
で
は
、
日
本
語
指
導
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
数
は
過
去

２
年
間
で
16
・
３
％
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
の
外
国
人

は
過
去
５
年
間
で
842
人
増
加
し

て
い
る
。
日
本
で
暮
ら
す
外
国

籍
の
子
ど
も
へ
の
日
本
語
教
育

は
、
今
や
看
過
で
き
な
い
重
要

な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
ア
市

立
小
・
中
学
校
に
お
け
る
外
国

籍
の
児
童
・
生
徒
は
何
人
か
。

イ
１
名
し
か
い
な
い
日
本
語
指

導
補
助
員
を
増
や
さ
な
い
か
。

ウ
文
化
的
背
景
を
理
解
す
る
母

語
支
援
員
を
配
置
す
べ
き
で
は
。

エ
高
校
へ
の
進
路
指
導
等
は
対

寺
内
だ
い
作

（
日
本
共
産
党
）

ア
貫
井
前
原
循
環
に
つ
い
て
、

ル
ー
ト
、
本
数
、
運
賃
の
現
行

維
持
を
求
め
る
声
が
多
く
あ
る
。

な
ぜ
変
更
が
必
要
か
。
ま
た
、

貫
井
南
町
、
前
原
町
の
市
民
へ

向
け
て
、
懇
談
会
で
は
な
く
、

説
明
会
を
開
く
べ
き
。
イ
Ｃ
ｏ

Ｃ
ｏ
バ
ス
は
民
間
バ
ス
と
は
違

い
、
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
目

的
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
足
の

確
保
が
目
的
で
あ
り
、
福
祉
の

要
素
が
大
き
い
事
業
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
経
済
状
況
が
見
通
せ
ず
、

国
民
の
生
活
が
苦
し
さ
を
増
し

て
い
く
中
で
の
、
運
賃
の
値
上

げ
は
や
め
る
べ
き
。

部
長　

ア
貫
井
前
原
循
環
運

行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
道
路

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
も
は
や
持
続

可
能
な
状
態
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
中
学
校

部
活
動
は
、
存
続
の
危
機
に
瀕

し
て
い
る
。
人
事
異
動
が
避
け

ら
れ
な
い
教
員
に
依
存
し
た
部

活
動
は
、
常
に
不
安
定
だ
か
ら

こ
そ
、
部
活
動
改
革
が
始
ま
っ

て
お
り
、
大
き
な
役
割
を
担
う

の
が
、
部
活
動
指
導
員
で
あ
る
。

ア
配
置
手
順
は
。
イ
確
保
方
策

は
。
ウ
報
酬
単
価
は
、
近
隣
５

市
平
均
が
千
720
円
な
の
に
対
し
、

千
190
円
と
極
め
て
低
く
、
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か
。
エ
人

材
確
保
は
、
教
育
委
員
会
が
募

集
、
面
接
、
研
修
を
行
い
登
録

す
る
「
部
活
動
人
材
バ
ン
ク
」

を
創
り
、
生
徒
と
の
マ
ッ
チ
ン

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
タ
バ
コ
の
分
煙
を
し
て
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
、
ポ
イ
捨
て

を
な
く
し
、
健
康
面
で
吸
わ
な

い
方
々
の
権
利
を
守
る
た
め
の

取
組
に
つ
い
て
。
ア
ポ
イ
捨
て

タ
バ
コ
の
な
い
街
を
目
指
す
観

点
で
の
考
え
は
。
イ
約
５
億
円

の
た
ば
こ
税
収
入
が
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
タ
バ
コ
を
吸
う

方
々
の
こ
と
も
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
の
設
営

を
検
討
し
な
い
か
。

部
長　

ア
路
上
禁
煙
地
区
で

の
喫
煙
及
び
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨

て
を
な
く
し
て
い
く
た
め
、
更

な
る
周
知
の
徹
底
や
、
路
上
清

掃
に
努
め
る
。
イ
三
鷹
市
や
武

蔵
野
市
が
設
置
し
て
お
り
、
設

置
後
の
利
用
状
況
や
周
辺
の
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
等
に
つ
い
て

の
変
化
及
び
費
用
対
効
果
も
考

慮
し
、
引
き
続
き
調
査
す
る
。

❷
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
駅
に
ホ
ー

ム
ド
ア
設
置
を
。

部
長　

報
道
に
よ
る
と
、
令

和
５
年
度
ま
で
の
導
入
を
目
標

と
し
て
い
る
。

❸
野
川
坂
下
橋
付
近
の
側
道

に
街
路
灯
の
設
置
を
。

部
長　

指
摘
の
当
該
箇
所
に

つ
い
て
は
、
未
設
置
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
は

東
京
都
北
多
摩
南
部
建
設
事
務

所
へ
確
認
し
、
設
置
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
下
弁
天
子
供
広
場

通
路
の
階
段
が
危
険
で
あ
る
た

め
、
そ
の
解
消
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

幅
員
が
狭
く
、
徐
行
運
行
や
車

両
の
擦
れ
違
い
時
に
お
け
る
安

全
上
の
課
題
が
あ
り
、
遅
延
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

京
王
バ
ス
西
之
久
保
循
環
に
お

い
て
は
、
廃
線
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
路
線
の

存
続
が
厳
し
い
と
い
う
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
地
域
公
共
交
通

会
議
で
の
検
討
結
果
を
受
け
て
、

総
合
的
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
現
況
に
お
い
て
は

難
し
い
が
、
丁
寧
に
進
め
て
い

く
。
イ
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
と
路
線

バ
ス
の
運
賃
格
差
に
よ
る
競
合
、

地
域
間
に
お
け
る
公
平
性
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
運
賃
に
つ

い
て
は
、
総
合
的
に
検
討
し
た

結
果
の
運
賃
体
系
で
あ
る
。

応
で
き
て
い
る
か
。
オ
双
方
向

通
訳
デ
バ
イ
ス
を
導
入
し
て
は
。

部
長　

ア
小
学
校
で
は
75
人
、

中
学
校
で
は
23
人
、
計
98
人
で

あ
る
。
イ
保
護
者
及
び
学
校
か

ら
支
援
要
請
が
増
え
る
場
合
に

は
、
日
本
語
指
導
補
助
員
の
増

員
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ウ

母
語
支
援
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
国
際
交
流
に
取
り
組
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携
し
て
い

く
。
エ
進
路
指
導
は
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
サ

ポ
ー
ト
に
入
り
、
都
立
高
校
の

外
国
籍
生
徒
を
対
象
と
し
た
入

学
説
明
会
を
案
内
す
る
な
ど
、

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

オ
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■
そ
の
他
、
資
源
循
環
社
会
の

実
現
に
向
け
て
提
案
し
ま
し
た
。

グ
を
行
う
べ
き
。
オ
部
活
動
の

危
機
に
地
域
の
協
力
を
得
る
た

め
、
教
育
委
員
会
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
っ
た
意
識
改
革
が

必
要
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
校
長
の
推
薦
に
よ

り
任
用
、
各
校
１
名
の
人
数
制

限
が
あ
り
、
年
度
途
中
の
採
用

は
で
き
な
い
。
イ
現
状
は
、
各

中
学
校
で
探
し
て
い
る
。
ウ
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
エ
学

校
や
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
よ

う
部
活
動
人
材
バ
ン
ク
の
構
築

に
つ
い
て
、
研
究
を
進
め
た
い
。

教
育
長　

オ
教
員
の
負
担
が

大
き
い
今
の
体
制
を
大
き
く
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
子
ど

も
の
内
な
る
力
を
引
き
出
す
部

活
動
が
成
立
で
き
る
よ
う
教
育

委
員
会
と
し
て
全
力
を
尽
く
す
。

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
を
導
入
す
る
都
内
の
自
治

体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上

げ
た
。
参
加
し
て
い
る
本
市
で

も
周
知
を
。

課
長　

都
内
16
自
治
体
が
参

加
し
て
い
る
。
連
携
自
治
体
の

状
況
を
確
認
し
、
検
討
し
た
い
。

❷
ア
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
中
間
報
告
（
案
）
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
分
析
し
た
。

優
先
整
備
２
路
線
に
関
す
る
意

見
の
約
５
％
が
賛
成
、
約
95
％

が
反
対
で
あ
っ
た
。
担
当
部
局

の
分
析
は
。
イ
意
見
に
対
す
る

検
討
結
果
の
「
必
要
な
修
正
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
に
つ
い

て
、
説
明
を
求
め
る
。
ウ
市
長

が
東
京
都
に
宛
て
た
要
望
書
で

は
「
市
民
か
ら
の
様
々
な
意
見

が
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
賛

成
意
見
も
あ
る
が
、
約
95
％
が

反
対
意
見
の
状
況
で
あ
る
。
文

言
を
改
め
て
伝
え
る
べ
き
。

部
長　

ア
都
市
計
画
道
路
に

関
し
、
約
７
％
が
肯
定
的
、
約

93
％
が
否
定
的
な
意
見
で
あ
り
、

当
該
２
路
線
に
つ
い
て
は
、
否

定
的
な
意
見
が
非
常
に
多
く
、

重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
イ
文
章
表
現
も
含
め
、

変
更
を
検
討
す
る
。

市
長　

ウ
東
京
都
に
市
の
状

況
を
伝
え
る
際
は
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
と
共
に
、
今
置
か
れ
て

い
る
最
新
の
状
況
を
伝
え
る
姿

勢
は
と
て
も
大
切
で
あ
り
、
今

後
、
東
京
都
に
要
望
す
る
際
に

は
、
こ
う
い
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

内
容
も
加
味
し
て
ま
い
り
た
い
。

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

❶
今
年
度
、
学
童
保
育
の
在

籍
率
は
45
・
４
％
と
高
く
な
っ

て
い
る
。
子
ど
も
の
居
場
所
は

地
域
全
体
で
考
え
る
べ
き
。
ア

昨
年
度
、
１
つ
の
小
学
校
だ
け

放
課
後
子
ど
も
教
室
が
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
子
ど
も
の
権

利
保
障
か
ら
ど
う
考
え
る
か
。

イ
中
学
生
の
居
場
所
は
ど
こ
で

検
討
す
る
の
か
。
ウ
緊
急
事
態

宣
言
下
で
も
学
校
施
設
の
目
的

外
利
用
を
認
め
よ
。
エ
子
ど
も

の
居
場
所
部
会
で
の
考
え
方
は
。

部
長　

ア
学
校
間
で
差
が
な

い
運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

又
は
地
域
学
校
協
働
活
動
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ウ
子

ど
も
た
ち
の
心
と
体
の
変
化
を

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

小
中
学
校
の
特
別
支
援
教
育

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
特
性

を
伸
ば
し
、
将
来
の
自
立
に
向

け
た
成
長
の
可
能
性
を
広
げ
る

環
境
が
必
要
で
あ
る
。
ア
現
状

に
つ
い
て
問
う
。
イ
小
学
校
に

も
、
他
市
で
設
置
が
進
ん
で
い

る
情
緒
障
害
固
定
学
級
の
設
置

を
し
な
い
か
。
ウ
特
別
支
援
学

校
を
卒
業
後
の
就
業
先
の
不
足

に
つ
い
て
問
う
。
エ
生
涯
安
心

し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
施
策

の
推
進
が
必
要
で
は
。

部
長　

ア
各
学
校
で
は
特
別

支
援
教
室
の
制
度
が
浸
透
し
、

円
滑
な
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
。

気
に
な
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
巡
回
指
導
教
員
や
臨
床
発

達
心
理
士
が
行
動
観
察
を
行
っ

て
い
る
。
中
学
校
の
特
別
支
援

教
室
も
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

イ
現
在
、
自
閉
症
・
情
緒
障
害

特
別
支
援
学
級
は
、
第
一
中
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
既
に
設
置
し

て
い
る
近
隣
地
区
か
ら
情
報
収

集
し
、
研
究
を
進
め
る
。
ウ
特

別
支
援
学
校
と
情
報
共
有
を
行

っ
て
い
る
が
、
で
き
る
限
り
の

対
応
を
し
た
い
。
エ
小
金
井
市

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
事
業
実

施
要
綱
を
策
定
し
、
障
が
い
者

の
生
活
を
地
域
全
体
で
支
え
る

体
制
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
そ
の
他
、
学
校
に
行
き
づ
ら

い
子
ど
も
と
家
庭
へ
の
支
援
。

多
胎
児
出
産
家
庭
に
、
産
後
支

援
の
専
門
家
「
産
後
ド
ゥ
ー

ラ
」
利
用
へ
の
補
助
を
要
望
し

ま
し
た
。

敏
感
に
捉
え
て
い
る
の
は
教
職

員
で
あ
る
た
め
、
校
長
会
と
の

意
見
交
換
の
結
果
、
中
止
し
て

い
る
。
エ
居
場
所
の
在
り
方
は
、

子
ど
も
の
徒
歩
圏
内
で
、
行
き

た
い
場
所
を
選
べ
る
よ
う
選
択

肢
を
増
や
し
、
そ
の
情
報
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

❷
近
隣
市
で
、
生
理
用
品
等

の
無
料
配
布
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
ア
困
っ
て
い
て
も
、
毎
月

保
健
室
で
も
ら
う
の
は
気
が
引

け
る
子
ど
も
も
い
る
。
ト
イ
レ

の
個
室
で
、
子
ど
も
た
ち
が
気

兼
ね
な
く
受
け
取
れ
る
よ
う
に

し
な
い
か
。
イ
市
長
の
考
え
は
。

部
長　

ア
保
健
室
で
の
配
布

に
加
え
、
応
急
的
に
拡
充
し
て
、

近
く
の
ト
イ
レ
個
室
に
備
え
る
。

市
長　

イ
寄
り
添
っ
て
い
け

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

中
の
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
集
会
施
設
16
施
設
の
う
ち
、

和
室
が
あ
る
施
設
は
14
施
設
と

い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。
私
は
、

市
内
に
も
畳
店
が
あ
る
こ
と
も

あ
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ

る
和
室
、
畳
文
化
を
後
世
に
継

承
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
和
室
で
の
正
座
は
し
に

く
く
、
椅
子
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
ら
良
い
と
い
う
お
声
も

多
く
聞
く
。
そ
の
た
め
、
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
和
室
の
在
り

方
、
使
い
方
と
し
て
、
正
座
椅

子
の
設
置
を
求
め
る
。

部
長　

提
案
が
あ
っ
た
正
座

椅
子
設
置
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
す
る
。

市
長　

利
用
者
が
利
用
し
や

す
い
施
設
と
な
る
よ
う
対
応
を

検
討
す
る
。

❷
防
災
行
政
無
線
の
活
用
法

に
つ
い
て
。
今
あ
る
手
段
を
最

大
限
活
用
し
、
例
え
ば
、
日
替

わ
り
で
話
し
手
を
変
え
る
な
ど
、

多
く
の
方
に
注
目
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
も
市
長
自
ら
の
声
で
防

災
行
政
無
線
を
通
し
て
市
民
に

お
知
ら
せ
を
し
た
ら
ど
う
か
。

特
に
費
用
も
か
か
ら
ず
、
や
る

と
決
め
れ
ば
す
ぐ
で
き
る
取
組

と
考
え
る
。

市
長　

防
災
行
政
無
線
の
声

を
市
長
自
身
が
行
う
こ
と
に
つ

い
て
は
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
後
新
た
な
節
目
が
来

た
際
に
は
検
討
す
る
。

Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
再
編
事
業

に
つ
い
て

外
国
籍
児
童
・
生
徒
へ
の

日
本
語
教
育
を
充
実
さ
せ
よ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

自
治
体
連
携
の
周
知
を

駅
前
に
喫
煙
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
の
設
置
を

存
続
危
機
に
あ
る
中
学
校

部
活
動
の
対
策
を
急
げ

自
閉
症
・
発
達
障
害
者
・

障
害
児
支
援
の
充
実
を

子
ど
も
の
居
場
所
／

生
理
用
品
を
無
料
配
布
せ
よ

公
民
館
・
集
会
施
設
に

正
座
椅
子
の
設
置
を
求
め
る
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湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
日
本
一
の
子
育
て
環
境
を

目
指
す
上
で
安
全
性
は
非
常
に

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
本
市
は

道
路
幅
員
が
狭
く
、
歩
車
道
が

分
離
さ
れ
て
い
な
い
道
や
、
歩

道
が
あ
っ
て
も
凹
凸
や
電
柱
が

あ
る
た
め
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
車

道
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇

所
も
あ
る
。
幹
線
道
路
と
生
活

道
路
で
各
々
課
題
が
あ
る
が
、

無
電
柱
化
や
通
行
位
置
の
誘
導
、

補
修
工
事
の
実
施
で
、
よ
り
安

全
な
み
ち
づ
く
り
を
求
め
る
。

部
長
　
こ
れ
ま
で
も
快
適
で

人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
き
た
が
、
成
果
が
実
感
さ

れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
反
省
が

必
要
。
利
便
性
の
高
い
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

庁
舎
等
建
設
問
題
に
つ
い
て
。

ア
３
月
に
市
議
会
議
員
選
挙
が

執
行
さ
れ
、
選
挙
結
果
も
出
た
。

庁
舎
等
建
設
問
題
で
は
、
市
長

は
、
ど
の
よ
う
な
有
権
者
の
意

思
の
表
明
、
発
露
と
受
け
止
め

て
い
る
か
。
イ
現
設
計
に
は
様

々
な
欠
陥
が
あ
る
と
考
え
る
。

同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、

余
計
な
お
金
を
か
け
な
い
の
が

基
本
で
、
地
方
自
治
体
に
は

「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
挙
げ
る
」
こ
と
が
要
請
さ
れ

て
い
る
。
現
設
計
が
地
方
自

治
・
地
方
財
政
の
原
則
に
合
致

し
て
い
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
市
財
政
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
で
あ
り
、
建
築
費
が
捻
出

で
き
る
か
分
か
ら
ず
実
施
設
計

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
拡
大
す
る
中
、
個
人
事

業
主
の
給
付
金
が
受
け
取
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
。
支
援
策
を

強
化
し
な
い
か
。
イ
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
今

年
度
も
継
続
し
な
い
か
。
ウ
生

理
用
品
の
無
償
配
布
に
つ
い
て
、

学
校
の
全
て
の
女
子
ト
イ
レ
に

備
え
な
い
か
。
エ
女
性
相
談
の

部
署
と
も
連
携
し
た
、
無
償
配

布
体
制
を
創
設
し
な
い
か
。
オ

人
の
流
れ
を
増
や
す
聖
火
リ
レ

ー
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
を
中
止
し
な
い
か
。
カ
子
ど

も
の
命
を
守
る
た
め
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

観
戦
動
員
を
中
止
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
市
内
事
業
者
へ
の

片
山
か
お
る

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
新
た
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

制
度
に
即
し
た
居
住
支
援
協
議

会
や
居
住
支
援
法
人
の
施
策
を

盛
り
込
ま
な
い
か
。
イ
み
な
し

公
営
住
宅
と
し
て
民
間
賃
貸
住

宅
が
借
り
や
す
い
制
度
を
。
ウ

住
ま
い
を
な
く
し
た
方
へ
の
緊

急
一
時
宿
泊
施
設
を
。
エ
家
探

し
、
生
活
支
援
、
見
守
り
な
ど

も
含
む
居
住
支
援
の
実
態
は
。

オ
教
育
現
場
で
生
活
保
護
の
権

利
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
。
カ

扶
養
照
会
の
撤
廃
は
。

部
長
　
ア
策
定
委
員
会
で
福

祉
、
不
動
産
事
業
者
、
居
住
支

援
団
体
の
連
携
と
相
談
体
制
を

議
論
。
イ
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
制
度
の
家
賃
補
助
周
知
を

検
討
。
ウ
福
祉
保
健
部
の
み
で

は
難
し
い
。
エ
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
が
支
援
。
オ
中
学
３
年
の
公

民
で
学
習
。
カ
扶
養
照
会
が
保

護
申
請
の
要
件
と
は
な
ら
な
い
。

市
長
　
居
住
支
援
施
策
に
福

祉
的
視
点
を
入
れ
る
の
は
重
要
。

❷
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
成
立
、

個
人
情
報
保
護
法
改
悪
に
伴
い
、

市
の
個
人
情
報
保
護
条
例
は
ど

う
な
る
か
。
審
議
会
の
役
割
は
。

部
長
　
国
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
審
議

会
の
意
見
を
も
ら
い
対
応
す
る
。

❸
コ
ロ
ナ
災
害
の
中
で
女
性

総
合
相
談
と
婦
人
相
談
員
の
支

援
の
状
況
と
、
緊
急
一
時
保
護

施
設
運
営
費
補
助
へ
の
考
え
は
。

課
長
　
Ｄ
Ｖ
相
談
の
増
加
や

深
刻
化
が
懸
念
。
補
助
制
度
は

他
自
治
体
を
参
考
に
研
究
す
る
。

に
入
る
の
は
、
小
金
井
市
の
歴

史
で
事
例
が
確
認
で
き
な
い
。

常
識
的
に
考
え
ら
れ
な
い
。

市
長
　
ア
私
は
、
市
議
会
議

員
選
挙
で
、
庁
舎
問
題
が
争
点

と
認
識
し
て
い
な
い
。

部
長
　
イ
財
政
見
通
し
に
つ

い
て
は
、
実
施
設
計
に
お
い
て
、

６
月
か
ら
９
月
ま
で
積
算
作
業

を
行
う
。
こ
の
中
で
上
振
れ
す

る
か
ど
う
か
は
、
最
終
的
に
積

算
が
終
わ
ら
な
い
と
明
確
に
は

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

■
そ
の
他
、
都
議
会
議
員
と
市

長
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
し
て
、
年
に
３
、
４
回
の

意
見
交
換
会
の
実
施
を
提
案
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
で
は
、
感
染
拡
大
の
防
止

と
、
事
業
者
等
へ
の
支
援
充
実

を
求
め
ま
し
た
。

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

❷
公
園
の
在
り
方
は
子
育
て

世
代
か
ら
の
関
心
が
高
い
。
利

用
方
法
は
世
代
に
よ
っ
て
様
々

だ
が
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
の
い

る
方
々
か
ら
特
に
、
ア
大
型
複

合
遊
具
の
整
備
、
イ
水
遊
び
施

設
の
設
置
、
ウ
栗
山
公
園
で
の

手
持
ち
花
火
の
利
用
に
つ
い
て

ご
要
望
を
頂
い
て
い
る
。

部
長
　
ア
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
機
能
分
担
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
地
域
に
偏
り
が
な

い
よ
う
、
利
用
者
か
ら
の
意
見

も
伺
い
な
が
ら
実
施
す
る
。
イ

課
題
が
多
く
現
状
は
難
し
い
。

新
た
な
施
設
導
入
や
維
持
管
理

に
当
た
っ
て
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
も
研
究
し

た
い
。
ウ
近
隣
の
方
か
ら
理
解

を
い
た
だ
く
の
が
難
し
く
困
難
。

影
響
を
見
極
め
つ
つ
検
討
し
て

い
く
。
イ
今
年
度
も
継
続
し
て

い
く
。
オ
聖
火
リ
レ
ー
は
、
最

終
的
に
組
織
委
員
会
と
実
行
委

員
会
が
判
断
す
る
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は
感
染
状
況

を
見
て
対
応
す
る
。
カ
日
程
や

会
場
は
学
校
の
意
向
調
査
を
基

に
東
京
都
教
育
委
員
会
が
決
定

し
て
い
る
。
保
護
者
、
学
校
と

相
談
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

課
長
　
ウ
学
校
の
管
理
体
制

が
大
変
な
た
め
、
保
健
室
の
近

く
の
ト
イ
レ
の
み
と
し
た
。

市
長
　
エ
関
係
す
る
部
署
が

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
バ
ス
東

町
循
環
の
地
域
会
議
で
、
東
町

一
丁
目
、
五
丁
目
へ
の
運
行
な

ど
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
政
策

や
、
画
期
的
な
計
画
も
、
財
源

が
な
け
れ
ば
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
財
政
の
健
全
化
を

三
段
階
で
考
え
る
べ
き
。
ア
ス

テ
ッ
プ
１
、
市
の
財
政
状
況
を

ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

個
人
市
民
税
の
一
人
当
た
り
の

額
は
、
多
摩
26
市
中
５
位
だ
が
、

市
税
全
体
で
は
10
位
、
歳
入
総

額
で
は
18
位
と
落
ち
込
ん
で
し

ま
う
。
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
イ
ス
テ
ッ
プ
２
、

教
育
費
は
多
摩
地
域
で
最
下
位
、

福
祉
の
予
算
で
あ
る
民
生
費
は

22
位
で
あ
る
。
市
の
課
題
は
。

都
市
計
画
の
容
積
率
が
低
く
、

固
定
資
産
税
収
入
が
16
位
で
あ

る
。
市
の
立
地
で
は
増
収
が
可

能
な
は
ず
で
あ
る
。
ウ
ス
テ
ッ

プ
３
、
重
点
地
区
の
都
市
計
画

変
更
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
の

資
産
価
値
の
向
上
、
商
業
施
設

の
誘
致
に
よ
り
、
駅
か
ら
離
れ

た
地
域
で
も
歩
い
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
。

部
長
　
ア
令
和
元
年
度
の
分

析
で
は
歳
入
合
計
は
18
位
、
年

度
末
に
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
。

イ
児
童
福
祉
費
の
増
加
が
続
き
、

平
成
27
年
度
は
最
下
位
だ
っ
た

が
、
22
位
に
上
昇
し
た
。
教
育

費
は
今
後
の
教
育
施
設
の
投
資

的
経
費
に
よ
り
、
増
額
と
な
る
。

ウ
現
在
、
次
期
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
中
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
踏
ま

え
、
整
備
が
完
了
し
た
都
市
計

画
道
路
の
沿
道
に
つ
い
て
必
要

な
用
途
変
更
を
検
討
す
る
。

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
生
活
保
護
に
つ
い
て
、
扶

養
照
会
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

要
保
護
者
の
意
向
を
尊
重
す
る

こ
と
や
扶
養
照
会
を
拒
む
場
合

に
は
、
扶
養
義
務
履
行
が
期
待

で
き
な
い
場
合
に
当
た
る
事
情

が
な
い
か
を
特
に
丁
寧
に
聞
き

取
る
運
用
を
求
め
る
な
ど
と
し

て
い
る
。
ア
「
生
活
保
護
は
国

民
の
権
利
」
と
呼
び
か
け
、
相

談
し
や
す
く
す
る
た
め
に
周
知

の
努
力
を
行
う
べ
き
。
イ
扶
養

照
会
は
な
く
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

部
長
　
ア
研
究
し
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
掛
か
る
。
イ

国
の
動
向
を
注
視
し
対
応
す
る
。

❷
新
庁
舎
等
建
設
に
つ
い
て

問
う
。
本
年
第
１
回
定
例
会
で

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

ア
私
は
市
民
か
ら
住
宅
に
関

す
る
相
談
を
よ
く
受
け
る
。
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
世

帯
・
外
国
人
・
低
所
得
者
な
ど

は
住
宅
を
探
し
て
も
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
い
。
ま
た
家
賃
負

担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

公
営
住
宅
は
倍
率
が
毎
年
20
～

30
倍
と
高
い
た
め
全
然
入
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
住
宅
確
保
要

配
慮
者
に
対
し
て
の
支
援
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
追
い
打
ち
も
重
な
り
、
緊
急

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
住
宅
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
を
機
能

さ
せ
る
た
め
に
、
住
宅
支
援
協

議
会
を
開
き
、
空
き
部
屋
を
う

ま
く
紹
介
で
き
る
制
度
や
家
賃

支
援
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
と

と
も
に
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
市

と
し
て
の
家
賃
助
成
や
公
営
住

宅
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

イ
策
定
中
の
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
記
載
は
、
住
宅
確
保
要

配
慮
者
を
幅
広
く
対
象
と
す
る

よ
う
に
し
、
住
ま
い
は
人
権
で

あ
り
、
市
は
そ
れ
を
実
現
す
る

責
任
が
あ
る
と
明
記
す
る
べ
き

で
あ
る
。

部
長
　
ア
居
住
支
援
協
議
会

策
定
の
協
議
に
入
る
予
定
で
あ

る
。
ま
ず
は
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
制
度
の
周
知
と
活
用
を

し
て
い
く
。
イ
記
載
に
つ
い
て

は
策
定
委
員
会
で
議
論
を
し
て

い
く
。

■
そ
の
他
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
充
」
「
エ
ア
コ
ン
設
置
へ
の

補
助
」
を
求
め
ま
し
た
。

可
決
し
た
「
新
庁
舎
及
び
（
仮

称
）
新
福
祉
会
館
建
設
に
つ
い

て
の
財
政
的
裏
付
け
を
早
急
に

明
ら
か
に
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

の
検
討
を
求
め
る
決
議
」
を
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、

市
財
政
が
深
刻
に
な
る
こ
と
を

財
政
計
画
は
示
し
た
。
今
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
の
判
断
が
必
要
で

あ
る
。
設
計
条
件
な
ど
あ
ら
ゆ

る
可
能
性
を
検
討
す
べ
き
。

市
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く
状
況

だ
が
、
適
切
に
対
応
す
る
。

■
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
難

を
抱
え
る
市
民
へ
の
支
援
と
し

て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

ひ
き
こ
も
り
問
題
、
困
難
を
抱

え
る
女
性
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
。
ア
結
果
を
ど
う
分
析
す

る
か
。
イ
修
正
の
方
向
性
は
。

ウ
調
布
市
が
策
定
し
た
独
自
の

道
路
網
計
画
で
は
、
主
要
な
道

路
の
整
備
方
針
を
示
し
て
お
り
、

国
分
寺
崖
線
に
係
る
路
線
に
つ

い
て
は
自
然
環
境
が
豊
か
で
市

民
の
関
心
が
高
く
、
再
検
討
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

計
画
の
進
捗
を
「
品
川
通
り
通

信
」
を
通
し
て
市
民
に
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。
道
路
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
市
独
自
の
検

証
が
必
要
で
は
な
い
か
。
エ
優

先
整
備
路
線
に
つ
い
て
、
市
報

に
総
合
的
な
情
報
を
分
か
り
や

す
く
掲
載
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
意
見
総
数
331
件
中
、

都
市
計
画
道
路
に
関
す
る
意
見

が
約
83
％
あ
り
、
そ
の
う
ち
約

93
％
が
否
定
的
意
見
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
優
先
整
備
路
線
２
路
線

に
関
し
て
否
定
的
な
意
見
が
非

常
に
多
か
っ
た
た
め
、
重
く
受

け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
。
ウ
市
で
は
道
路
の
必
要

性
は
検
証
済
み
で
あ
る
。
生
活

道
路
を
含
め
た
整
備
方
針
に
つ

い
て
、
提
案
は
受
け
止
め
る
。

エ
施
行
主
体
の
東
京
都
が
事
業

内
容
を
周
知
し
、
市
民
の
理
解

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
そ
の
他
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
と
い
う
テ
ー
マ
で
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
子

ど
も
へ
の
包
括
的
性
教
育
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

庁
舎
等
建
設
設
計

コ
ロ
ナ
禍
踏
ま
え
見
直
し
を

子
育
て
環
境

（
道
路
・
公
園
）に
つ
い
て

小
金
井
市
の
喫
緊
の
課
題
は

財
政
の
健
全
化

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

居
住
支
援
施
策
の
充
実
を

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
強
化
と

経
済
的
支
援
の
拡
充
を

住
ま
い
は
人
権
、生
活

困
窮
者
へ
の
住
居
支
援
策
を

新
庁
舎
等
建
設
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
求
め
る

道
路
整
備
に
つ
い
て

独
自
の
検
証
と
情
報
発
信
を
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議
　
決
　
結
　
果

付
　
託
　
先

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

寺
内
だ
い
作

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　議：議会運営委員会　　　　　

緊急事態宣言下における学校施設
の目的外利用の許可を求める陳情
書

緊急事態宣言下においても、子どもたちの心身の健康のため、学校施設
の利用を一律に禁止せず、市内の感染状況などを勘案しながら、校庭や
体育館等の学校施設について、目的外利用を認め、児童・生徒が所属す
る団体が利用しやすいよう、一定の配慮を求める。

厚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択

中央通り（中央線側道）と中山谷
通り（農工大西側の南北通り）と
の交差点に信号機を設置すること
を求める陳情書

交通量の増えている中央通り（中央線側道）と中山谷通り（農工大西側
の南北通り）との交差点に信号機を設置するよう、働きかけを強め、中
央通り（中央線側道）を走行する自転車やバイクに、スピードを抑制す
ることを促す対策を更に充実させることを求める。

建 × × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 採　択

国民保護計画に基づいた核攻撃に
対する避難訓練の実施を求める陳
情書

住民の生命と安全を守るために、早急に政府及び東京都と連携し、第三
国による核攻撃等を想定した国民保護訓練の実施と評価を行い、評価を
住民に公開すること、また、核・生物・化学・通常弾頭による攻撃及び
災害などに備えた多目的シェルターの整備を求める。

総 ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 不採択

「地域的な包括的経済連携（ＲＣＥＰ）
から撤退することを求める意見書提
出」を求めることに関する陳情書

日本国民の大多数にメリットはなく、国内産業への打撃による不況、デ
フレの継続など様々な損失をもたらすことが容易に予想されることから
「地域的な包括的経済連携（ＲＣＥＰ）から撤退することを求める意見書」
を国会及び関係行政庁に提出することを求める。

総 × × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ × ○ 不採択

耐震強度が不足している本庁舎建
物に関し、即時、使用を停止して
適正な措置を施すことを求める陳
情書

市役所本庁舎耐震診断結果において、ＩＳ値の判定が１階から3階のY方向
（桁行方向）でＮＧとなっていることから、耐震強度が不足している本庁
舎建物に関し、即時、使用を停止し、安全対策を施すことを求める。

総 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択

第二庁舎の耐震診断を即刻行うこ
とを求める陳情書

現在、市は地震に対して安全かどうか不明な建物を使用しており、この
ような場合、行政は安全を担保するため、早急にその情報を取得するべ
きであり、ついては第二庁舎の耐震診断を即刻行うことを求める。

総 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × × 不採択

リース庁舎買取りにより庁舎問題
の終結を求める陳情書

時代が変わった認識を強く持ち、莫大な借金を前提とした現庁舎建設計
画は止め、ＳＤＧｓが標榜する、ものは大事に使うべきという理念に基づ
き、環境負荷の増大を招かず、経済的にも最小負担で済むリース庁舎買
取りによる庁舎問題の終結を求める。

総 △ △ △ △ △ × × 議 × × × × × △ △ △ × × × × × × × × 不採択

環境部所管研修室の目的外貸し出
しについて聞く陳情書

環境部所管研修室の貸出基準の説明と、当該施設において某財政援助団
体の理事会が催されたとの情報に対しての認否、貸出しがあった場合
に、どのような基準準拠により貸出しされたか、利用履歴に当該財政援
助団体名の記述がないことについて説明を求める。

建 × × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × ○ 不採択

交通対策課所管施設管理業務委託
発注がフェアトレードの理念に則
して行われているかの確認を求め
る陳情書

交通対策課所管施設管理業務委託において、フェアトレードの理念に即
して、現場で実際に作業している方々の最低賃金が保証されているか、
最低賃金逃れ、偽装請負等の仕組みに縛られていないかの調査を行い、
もしその事実があるのであればその是正を求める。

建 × × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × 不採択

市議会に（仮称）「新型コロナ対策
調査特別委員会」を設置し感染対
策の強化、市民や事業者への支援
充実を図ることを求める陳情書

未曾有の危機に誤りなく対処するため、行政と議会の緊密な連絡・相談
体制の確立が急務であることから、市議会に（仮称）新型コロナウイル
ス対策調査特別委員会を設置し、議長を除く全議員か、少なくとも全会
派から委員を出せるように構成することを求める。

議 × × × × × × × 議 × ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 不採択

小池百合子東京都知事に即刻辞職
を求める意見書を提出することを
求める陳情書

深刻なまん延状態にある新型コロナウイルス感染症への対策を始めとす
る都政運営において、都民の生命・健康・自由を害する独断と無策を繰
り返し、都の財政基盤を棄損し、都政を混乱させた小池百合子都知事に
直ちに辞職することを求める意見書の提出を求める。

総 × × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × 不採択

緊急事態宣言下における学校施設の目的外利用の許可を求める陳情書の訂正 即 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会

会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　　　緑：緑・つながる小金井

常
任
委
員
会
で
は
、
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議

案
や
請
願
・
陳
情
の
審
査
の
ほ
か
、
委
員
会
の
所

管
に
属
す
る
市
の
事
務
を
独
自
に
調
査
す
る
「
所

管
事
務
調
査
」
を
行
う
権
限
が
あ
り
ま
す
。

第
２
回
定
例
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会
で
次
の

所
管
事
務
調
査
を
立
ち
上
げ
、
令
和
５
年
３
月
ま

で
継
続
し
て
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

【
総
務
企
画
委
員
会
】

▽　

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
の
諸
問
題
の
調
査

▽　

産
業
振
興
に
つ
い
て
の
諸
問
題
の
調
査

 

【
厚
生
文
教
委
員
会
】

▽�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す

る
諸
問
題
の
調
査

▽�　
小
金
井
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
に
関
す
る
諸

問
題
の
調
査

▽　

子
ど
も
施
策
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

 

【
建
設
環
境
委
員
会
】

▽　

駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
調
査

▽�　
市
内
都
市
計
画
、
自
然
環
境
及
び
住
環
境
に

関
す
る
調
査

▽　

資
源
循
環
社
会
形
成
に
関
す
る
調
査

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

陳
情
で
ご
指
摘
の
と
お
り
、
長
い
直

線
で
、
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
や
す
く
、
他

に
も
南
北
の
脇
道
か
ら
日
常
的
に
人
が

往
来
す
る
箇
所
が
複
数
あ
り
、
大
変
に

危
険
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
公
明
党

か
ら
も
繰
り
返
し
要
望
し
て
来
た
。
趣

旨
は
賛
同
す
る
が
、
本
陳
情
は
「
信
号

機
を
設
置
す
る
」
こ
と
が
要
望
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
更
に
事
故
の
危

険
性
が
増
す
の
で
は
な
い
か
と
の
心
配

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
ず
は

一
時
停
止
を
徹
底
す
る
対
策
や
、
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
増
な
ど
、
早
急
に
現

実
的
な
安
全
対
策
を
強
く
要
望
す
る
。

中
央
通
り
（
中
央
線
側
道
）
と
中

山
谷
通
り
（
農
工
大
西
側
の
南
北

通
り
）
と
の
交
差
点
に
信
号
機
を

設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

議会運営委員会
開催日時：７月14日（水）午前10時

８月17日（火）午前10時
８月25日（水）午後２時

審査案件：３件

建設環境委員会
開催日時：７月26日（月）午前10時
審査案件：８件

厚生文教委員会
開催日時：７月28日（水）午前10時

８月１０日（火）午後１時
８月２７日（金）午前１０時

審査案件：12件

基本構想審査特別委員会
開催日時：８月２日（月）午前10時
　　　　　８月３日（火）午前10時
審査案件：１件

総務企画委員会
開催日時：８月５日（木）午前10時
審査案件：５件

庁舎等建設及び公共施設
マネジメント推進調査特別委員会
開催日時：８月16日（月）午前10時
審査案件：３件

行財政改革推進調査特別委員会
開催日時：８月23日（月）午後１時
審査案件：１件

※�各委員会の審査案件は、
ＱＲコードをスマートフ
ォン等で読み取ると、
ご覧いただくことがで
きます。

閉会中の委員会日程及び審査案件

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
５
月
28
日
】

▼�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

【
６
月
25
日
】

▼�　
大
規
模
接
種
会
場
開
設
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
変
更
に
つ

い
て

広
報
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
５
月
12
日
】

▼　

各
部
会
の
委
員
の
選
出

▼�　
定
例
会
チ
ラ
シ
の
作
成
に

つ
い
て

【
６
月
23
日
】

▼�　
各
部
会
の
状
況
報
告
に
つ

い
て

所
管
事
務
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す

議会基本条例議員研修会を開催しました
議会基本条例は平成28年３月に小金井市議会の最高規範と

して制定し、同年８月１日から施行となりました。本条例の
理念を議員間で共有するため、全議員が出席する内部の勉強
会としての研修会
を６月24日に開催
しました。
当日は、宮下議

員、森戸議員、小
林議員が講師とな
り、各条項の説明
を行った後、質疑
を行い、理解を深
めました。

※�委員会等の映像について
は、YouTubeで中継・録
画配信しています。

市 議 会 だ よ り― 7 ― 令和 3年（2021年）8月19日発行（275号）



小金井市議会では、委員会において自己の考えを自由に表明でき、活発な審査を行っています。

改選後、市議会は、3種の常任委員会、議会運営委員会、新たな3種の特別委員会等の委員を選任し、議論を始動させました。

新しい任期のスタートに当たり、各委員長・座長から、委員会を紹介していただきました。

新庁舎と（仮称）新福祉会館建設について、また

学校施設を含むあらゆる公共施設の多機能化や資

産・施設の有効活用など、これまでの常識にとらわ

れずに、今後市が着実に取り組める課題の整理と体

制・環境づくりの議論を行います。

10年に一度、市の最上位計画として策定され

るのが基本構想で、議長を除く23人の議員で委

員会を構成します。2020年度の議決予定でした

が、新型コロナウイルス感染症のため延期とな

り、8月2日から本格的な審議が始まりました。

前期の事務事業評価の学習・検討をいか

し、今期の調査の柱である①行政評価等自治

体経営について、②公民連携の推進につい

て、③自治体DX等市役所改革について取り

組み、推進の成果を残したいと思います。

原稿は議員が作成しております

新たに編成された委員会で、議論をスタート！

庁舎等建設及び公共施設マネジメント
推進調査特別委員会

議会基本条例の施行を受けて設置された協議会です。住民の皆様に正

確な情報をお届けし、議会と市政に対し、より関心を高めていただける

よう、市議会だよりやホームページなどを活用した広報活動の充実に努

めてまいります。

広報協議会

新庁舎には議会施設が設置されることとなっています。現在の議員の

都合だけでなく、将来的に在るべき姿を検討していきます。本会議場や

委員会室の配置や形状だけでなく、将来を見据えたＩＣＴの在り方や計

画も検討しています。

新庁舎建設における議会施設の在り方検討会

常任委員会・議会運営委員会

特別委員会

その他

基本構想審査特別委員会行財政改革推進調査特別委員会

総務企画委員会は総合企画・財政・税務・消防など幅広い分野を所管

しますが、今年度より地域防災計画、産業振興プランという市にとって

重要な計画が改定されることに併せて、特に防災、産業振興を調査の柱

として集中して議論を深めてい

く予定です。2年間の調査の成

果をしっかりお示しできるよう

取り組んでまいります。

建設環境委員会は調査の柱として、①駅周辺整備に関する調査、②市

内都市計画、自然環境及び住環境に関する調査、③資源循環社会形成

に関する調査を決めました。この3つは前任期と同じ内容になっていま

す。

市民の関心が高い自然、緑、

公園、道路を始めとしたまちづ

くりやごみ・資源などの分野

で、市民の声が反映できるよう

議論をしていきます。

議会運営委員会は調査の柱を①議会改革について、②議会基本条例に

ついて、③災害時における議会活動について（ＢＣＰ等）と決めまし

た。前任期から申し送られた「議会の広報活動及び広聴活動について」

も引き続き調査することとしま

した。各会派・議員の意見を尊

重し、市民に開かれ多様な意見

をくみ取る努力とともに、市民

の負託に応える議会の更なる充

実に努力したいと思います。

今期の厚生文教委員会では、調査項目として市民生活に関わる3本を

柱立てし、集中的に審議していきます。

①新型コロナウイルス感染症対策に関する諸問題の調査、②小金井市

保健福祉総合計画に関する諸問

題の調査、③子ども施策に関す

る諸問題の調査を行います。委

員会のご協力を仰ぎながら市民

福祉の向上に資するよう努力し

ていきます。

総務企画委員会 厚生文教委員会

建設環境委員会 議会運営委員会

次の定例会は令和3年8月30日（月）開会予定です。

ソウキ通称 コウブン通称

ケンカン通称 ギウン通称
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